
　
10
月
25
日
、
第
２
回
神
石
高
原
町
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら

約
30
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
な
が
の
村
を
発
着

と
す
る
帝
釈
峡
を
楽
し
む
コ
ー
ス
と
幻
の
鍾
乳

洞
探
検
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
秋
の

帝
釈
峡
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
幻
の
鍾
乳
洞
コ
ー
ス
で
は
、
横
山
英
揮
さ
ん

（
な
が
の
村
）
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
世
界
的

に
珍
し
い
カ
ル
サ
イ
ト
テ
ー
ブ
ル
や
針
状
結
晶

な
ど
、
幻
想
的
な
洞
窟
内
を
約
１
時
間
半
か
け

て
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
、「
自
然
の

雄
大
さ
を
感
じ
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」
と

話
さ
れ
、
神
秘
的
な
世
界
に
驚
き
と
感
動
の
声

を
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

秋
の
帝
釈
峡
を
満
喫
　
幻
の
鍾
乳
洞
探
検
も

　
10
月
14
日
～
16
日
に
、
豊
松
地
区
で
「
日
本
山

村
会
議　
備
後
神
石
高
原
～
神
々
の
住
む
里　
豊

松
～
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
研
究
者
な
ど
約

60
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
本
山
村
会
議

は
、
山
村
が
培
っ
て
き
た
生
活
、
文
化
、
歴
史
な

ど
を
学
び
直
し
、
日
本
の
明
日
を
考
え
合
う
場
と

し
て
、
2
年
に
1
回
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

日
本
山
村
会
議
で
は
、
基
調
講
演
を
は
じ
め
、

史
跡
め
ぐ
り
、
荒
神
ま
つ
り
の
見
学
体
験
、
こ
ん

に
ゃ
く
作
り
体
験
な
ど
を
さ
れ
、
神
代
神
楽
や
郷

土
料
理
も
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
豊
松
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
見
つ
め
直
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流

を
深
め
ら
れ
た
3
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

山
村
の
文
化
・
歴
史
・
暮
ら
し
に
ふ
れ
る
　
～
日
本
山
村
会
議
開
催
～

戦
争
体
験
記
復
刻
増
補
版
発
行
　
戦
争
の
悲
惨
さ
伝
え
る
た
め

�

さ
ん
わ
郷
土
史
研
究
会

　
三
和
地
区
の
さ
ん
わ
郷
土
史
研
究
会
（
会
長
梅
岡
壽
啓
）
で
は
、
16
年
前
に
三
和

町
教
育
委
員
会
発
行
・
高
蓋
公
民
館
編
集
の
戦
争
体
験
記
「
重
荷
を
背
負
い
歩
き
続

け
て
五
十
年
」
の
復
刻
増
補
版
を
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
事
業
を
活
用
さ
れ
、
こ
の
10

月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
版
に
寄
稿
さ
れ
た
方
の
半
数
以
上
は
既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
今
回
新
た
に
10

名
の
体
験
記
を
追
加
さ
れ
町
内
外
の
32
名
分
の
体
験
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。「
戦

争
を
体
験
さ
れ
た
方
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
あ
の
時
代
の
記
憶
を
次
の
世
代
へ
語
り

継
ぎ
、
戦
争
を
二
度
と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
と
伝
え
る
た
め

に
出
版
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
記
は
４
０
０
部
作
成
さ
れ
、
町
内
を
は
じ
め
福
山

市
・
府
中
市
の
各
小
中
学
校
の
１
４
０
校
と
図
書
館
等
、
公
共

機
関
を
中
心
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
販

売
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
会
長　
梅
岡
さ
ん

（
☎
８
５
‐
２
９
５
６
）
ま
で
。

▼
11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す
。

▼�

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）「
控
除
証
明
書
」
が
発

行
さ
れ
ま
す
。�《
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
》

住　

民　

課�
☎
８
９-

３
３
３
４

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、皆
さ
ん
に
公
的
年
金
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月

間
」
と
し
て
、
各
種
の
広
報・啓
発
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
公
的
年
金
の
基
本
に
な
る
年
金
制
度
で
す
。
生
涯
に
わ
た
っ

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
年
金
は
、
老
後
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
国
民
年
金
に
は
、将
来
給
付
を
受
け
ら
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
、

万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
も
、
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
納
付
期
限
か
ら
二
年
間
を
経
過
す
る
と
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
や
学
生
納

付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
平
成
23
年
１
月
1
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
保
険
料
を
納
め
た

方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
保
険
料
を
納
め
た
方
に
つ
い
て
は
、
来

年
２
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
紛
失
等
さ
れ
た
方
は
、
備
後
府
中
年
金
事
務
所
へ
電
話
で
再
発
行
の

申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
年
金
機
構
備
後
府
中
年
金
事
務
所　
☎
０
８
４
７
‐
４
１
‐
７
４
２
１

　
役
場
住
民
課
・
各
支
所
町
民
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課�

☎
８
９-

３
３
３
２

　
平
成
24
年
の
県
民
手
帳
・
農
業
日
誌
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
日
誌
・
新
農
家
暦
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
版　
県
民
手
帳

　
【
ポ
ケ
ッ
ト
版
】

　
・
販
売
価
格　
６
０
０
円
（
消
費
税
込
）

　
【
デ
ス
ク
版
】

　
・販
売
価
格　
１
，１
０
０
円（
消
費
税
込
）

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
版

農
業
日
誌
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
・
新
農
家
暦

　
【
農　
業　
日　
誌
】

　
・販
売
価
格　
１
，
２
５
０
円
（
消
費
税
込
）

　
【
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
】

　
・販
売
価
格　
１
，
２
５
０
円
（
消
費
税
込
）

　
【
新　
農　
家　
暦
】

　
・
販
売
価
格　
３
６
０
円
（
消
費
税
込
）

●
申
し
込
み
先

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�

ま
た
は
各
支
所
町
民
課

●
申
し
込
み
締
切

　
12
月
２
日
（
金
）

※�

お
渡
し
は
、
12
月
12
日
（
月
）

以
降
に
、
申
し
込
み
先
に
て
代

金
と
引
き
換
え
に
な
り
ま
す
。

　
12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
機
に
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
、
明

る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
各
地
区
で
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
悩
み

や
困
り
ご
と
を
人
権
擁
護
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日

12
月
5
日
（
月
）

　
・
油
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

�

セ
ン
タ
ー

　
　
6
日
（
火
）

　
・
三
和
公
民
館

　
　
7
日
（
水
）

　
・
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

�

じ
ん
せ
き
の
里

　
・
豊
松
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

※�

開
設
時
間
は
い
ず
れ
の
会
場
も

午
前
10
時
～
午
後
3
時
で
す
。

▼�

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
版 

県
民
手
帳
・
農
業
日
誌
・ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
・ 

新
農
家
暦
の
予
約
に
つ
い
て

▼
み
ん
な
で
築
こ
う

�

人
権
の
世
紀

～�

考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～

　
10
月
25
日
、
第
87
回
広
島
県
畜
産
共
進
会
が
三
次
家
畜
市
場
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
肉
用
種
種
牛
47
頭
、
乳
用
種
種
牛
29

頭
が
出
場
。
神
石
高
原
町
か
ら
は
、
肉
用
種
子
牛
の
部
に
３
頭
、
肉

用
種
成
牛
の
部
に
４
頭
、
乳
用
種
未
経
産
牛
１
区
に
１
頭
が
出
品
さ

れ
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

肉
用
種　

子
牛
の
部

　

優
秀
賞　

４
席　

み
つ　
　
　
　

前
原　

由
臣
（
西
油
木
）

　

優
良
賞　
　
　
　

ひ
ら
や
す　
　

髙
延　
　

実
（
東
油
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
う
え
い
10　

田
邊　

清
春
（
相
渡
）

肉
用
種　

成
牛
の
部

　

優
秀
賞　

２
席　

い
け
ひ
ら
し
げ
15　

滝
口　

居
志
（
相
渡
）

　
　
　
　
　

３
席　

７
い
の
う
え
８　
　

フ
ァ
ー
ム
米
見
（
上
豊
松
）

　

優
良
賞　
　
　
　

し
ん
り
ゅ
う
３　
　

大
迫　

義
則
（
な
が
の
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　

82
い
し
き
し
32　
　

赤
木　

史
（
有
木
）

乳
用
種　

未
経
産
牛
１
区

　

優
良
賞　

カ
ワ
カ
ミ
フ
ァ
ー
ム　

カ
ー
テ
ィ
ス
ク
イ
ー
ン　

河
上　

康
則
（
井
関
大
矢
）

第
87
回
広
島
県
畜
産
共
進
会
　
盛
大
に
開
催

肉
用
種　

成
牛
の
部

 

優
秀
賞　

２
席

 

い
け
ひ
ら
し
げ
15

 

滝
口　
居
志
さ
ん

�

（
相
渡
）
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